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社会福祉法人薩摩川内市社会福祉協議会

藺牟田小学校～福祉教育の様子（祁答院）絵本で子育て支援～若あゆ保育園絵本贈呈（東郷）

里保育園新遊具設置（上甑） えいがっさサロン～ゲームを通じて助け合いを再発見（下甑）

平成３０年度から「ぼらんてぃあ便り」と「社協だより」は合同発行になります。
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基本方針
　今年は明治維新１５０周年という節目の年となります。
　現在、われわれを取り巻く環境は急速な少子高齢化の進行などによる人口減少等、人類が有史以来初めて経験する時代を迎え、国
において新たな法律の施行や福祉の提供ビジョンが示される等、社会保障制度や福祉制度の改革が加速度的に進められています。
　本会には、こうした時代の変化に柔軟かつ迅速に応えるため、地域福祉の推進役として地域をつなぎ未来を志向できるよう住民主
体の地域づくりを推進、関係機関や関係団体等と連携し、地域包括ケアシステムの構築や地域共生社会の実現に向けた取り組みを進
めることが求められています。
　このような状況を踏まえ、本会は「地域福祉活動計画」に基づき、地域の福祉課題を明らかにし、地域組織や関係団体、ボラン
ティア、専門援助機関などのネットワークを強化し、地域住民による支えあいや助けあいといった支援のための住民主体の仕組みづ
くりを行うとともに、ニーズに対応した質の高い福祉サービスの提供に努め、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」の実現
に向けて取り組んでまいります。
　また、住民にとって本当に必要な機関、信頼される社協となるために、事業の評価・見直しはもちろんのこと、組織基盤の強化や
経営の合理化を図り、存在感のある、住民に求められる地域福祉事業の構築に努めます。

重点目標
（１）地域福祉推進の強化を図るための拠点づくりとして、地区社協の構築
（２）地域における生きがいづくり、社会的役割づくりを強化した互助、共助の支え合い体制構築の推進
（３）住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築
（４）生活困窮者自立支援事業での学習支援への取り組み
（５）ボランティア協力校の拡充及び福祉教育の充実
（６）広報紙、ホームページ、SNSを活用し、福祉情報の発信の拡充
（７）共同募金配分金、社協会費、寄附金を活用した助成金のあり方を検討
（８）自主事業となった「つくし園」の経営基盤の確立
（９）制度改正における介護保険事業及び指定管理施設の安定的経営の確立

組織運営方針
（１） 地域に開かれた組織として、運営の透明性と中立性、公正さの確保を図るとともに、情報公開や説明責任を果たします。
（２） 経営組織のガバナンスの強化及び財務規律の強化を図ります。
（３） 事業の効果測定や業務実態、コスト把握などの事業評価を適切に行い、効果的で効率的な自律した経営を行います。

経営方針

平成30年度
薩摩川内市社会福祉協議会事業計画
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平成30年度
薩摩川内市社会福祉協議会当初予算

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
勘定科目 予算額

会費収入 10,330

寄附金収入 10,100

経常経費補助金収入 190,191

受託金収入 263,046

貸付事業収入 3,149

事業収入 10,798

負担金収入 203

介護保険事業収入 419,756

老人福祉事業収入 86,471

障害福祉サービス等事業収入 137,698

福祉有償運送事業収入 536

受取利息配当金収入 55

その他の収入 7,565

施設設備等収入計 0

その他の活動収入計 65,918

前期末支払資金残高 184,743

1,390,559

勘定科目 予算額
人件費支出 871,190

事業費支出 178,216

事務費支出 80,462

貸付事業支出 3,070

共同募金配分金事業 5,187

助成金支出 12,583

負担金支出 6,300

その他の支出 47

施設設備等支出計 9,424

その他の活動支出計 79,992

予備費支出 8,491

当期末支払資金残高 135,597

1,390,559

一般会計（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

支出の部
１，３９０，５５９千円

人件費支出
62.65％

事業費支出
12.82%

貸付事業支出
0.22％

助成金支出
0.90％

共同募金配分
金事業0.37％

負担金支出
0.45％

施設設備等
支出計
0.68％

その他の
活動支出計
5.75％

その他の支出
0.00％

予備費支出
0.61％

事務費支出
5.79％

当期末支払
資金残高
9.75％

収入の部
１，３９０，５５９千円

寄付金収入0.73％
会費収入0.74％

その他の活動収入計4.74％

施設設備等収入計
0.00％

その他の収入0.54％

受取利息配当金
収入0.00％

福祉有償運送事業
収入0.04％

経常経費
補助金収入
13.68％

受託金収入
18.92%

前期末支払
資金残高
13.29%

貸付事業収入0.23％

事業収入0.78％
負担金収入0.01％

介護保険事業収入
30.19％

老人福祉事業収入
6.22％

障害福祉
サービス等
事業収入9.90％
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川
内

sendai

３月７日、「意思決定支援を考える～自分で決めるに寄
り添って～」をテーマに、国際交流センターにて権利

擁護セミナーを開催しました。セミナーでは、障害者支援
施設薩来園 三浦安通園長の講演等があり、400 名を超える
方々が市内外から参加されました。
　「どんなに重篤な障害や病気があっても、その人
に意思があることを疑わない。そして、その人の意
思を尊重し、実現していくことの大切さ」、福祉の
根幹ともいえるテーマを、来場されたすべての方々
が、主体的に考えてもらう機会となりました。

薩摩川内市権利擁護セミナー開催 !!

「地域づくり報告会」
樋
脇

hiw
aki

３月 15 日、樋脇保健センターで地域づくり報告会を開催
しました。

　地域福祉関係者として、地区コミ役員、民生委員、ふれあい・
いきいきサロン代表者、健やか支援アドバイザー、高齢者ク
ラブ関係者等 28 名の出席がありました。
　樋脇地域の事業実績報告の後、5 地区コミ単位で実施した、
地域づくり連絡会、住民歴書とエゴマップづくりなどについて報告しました。先進地事
例として大阪市今川地区、大分県国東市の活動ＤＶＤ視聴も行いました。
　「見守り、福祉問題は奥が深く、もう一度考えてみたいと思います」「黄色い旗はとても
良いなと胸を強く打たれました」などの感想をいただきました。

入
来

iriki

あなたは「認知症」にならないという自信がありますか？
　霧島市で活躍する「たけちゃん一座」による劇を

通して、わかりやすく認知症について理解を深めました。
　当日は、市内外から 292 名の参加がありました。入
来民生委員児童委員や地域住民の方々にも出
演していただき、地域が一体となって「認知
症になっても住み慣れた地域で暮していくに
はどうすればいいのか」を考える機会となり
ました。

入来から認知症を考える～赤い羽根共同募金配分事業～

東
郷

togo

東郷地域の閉校になった小学校の体育館を使用し、
育成会や地域の方々と日赤非常炊き出し訓練や、

子供と大人がペアなり車椅子を使った風船割りゲー
ム、ジャンケンゲームなどのレクリエーションを行い
ました。
　12 月 17 日に南瀬地区にて 44 名、2 月
17 日に鳥丸地区で 50 名の参加でした。た
くさんの笑い声がこだまする温かい一日と
なりました。

「笑顔あふれる世代間交流」

      
       

22222 ～笑顔でつながる地域の輪～ 22222

http://satsumasendai-shakyo.com
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3月 7 日、
大坪高齢

者クラブはグ
ラウンドゴル
フ大会を実施
しました。
　樋脇グラウ
ンドゴルフ場の広々としたコートや、大きな
芝刈り機に皆さん興味津々。３連続ホールイ
ンワン（ダイヤモンド賞）で大いに盛り上が
り、失敗しては悔しがり…何ともにぎやかで
した。お弁当に舌鼓をうち、またの機会を楽
しみに帰路につかれました。

3月 8 日、 ボ
ランティア

グループ「ムー
ミン」の方々が、
薗中サロンの会
場で甑島に伝わ
る昔話「うーた
ん浜の松の木」

を手作りの紙芝居で披露してくれました。
　甑島の方言を忠実に再現した臨場感のあ
るお話に参加者は熱心に聞き入っていまし
た。話の後、丁寧に描かれた絵や島内の方言
の違いなどみんなで楽しく語り合いました。

下甑地区の高齢者クラブでは、在宅医療
の専門家を講師に招き、「終活」につい

ての講演会を開催しました。「終活」とは人生
の最後を迎えるにあたって行う様々な準備
や、そこに向けた人生の総括を指します。
　講演会の中では、参加者自身の思い出や今
後の希望、家系図や財産についてノートにま
とめる作業など
を行い、人生と
向き合うことの
大切さを再認識
する機会となり
ました。

去る 3 月 23 日、総合福祉会館にて「子ど
も発達支援センターつくし園卒園式」

が行われました。センター 24 名、事業施設
11 名、計 35 名の子どもたちが、保護者や
たくさんの来賓の方に見守られながら笑顔
で元気よく卒園していきました。

ダイヤモンド賞も出た！

方言で紙芝居

終活について考える

卒園式

　かねてより市民の皆様からご要望のありました
エレベーターの設置工事が無事完了し、３月１４
日に総合福祉会館におきまして、開通セレモニー
がおこなわれました。

　エレベーターは、子どもからお
年寄り、またお身体の不自由な方
など、全ての人々が利用しやすい
ようなユニバーサルデザインに配
慮した作りとなっています。これ
からも市民の皆様が快適に利用できるような会館を目指してまいり
ます。

祝 開 通
総合福祉会館
エレベーター
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■平成 29年度共同募金結果報告■
ご協力ありがとうございました

　皆さまから頂きました募金は、歳末たす
けあいの事業や県内の福祉団体・福祉施設
助成事業、また、市町村の地域福祉活動に
充てられます。厚くお礼申し上げます。

平成29年度共同募金実績額

一 般 募 金 17,801,828 円
歳 末 た す け あ い 募 金 2,536,019 円

合　　　　　計 20,337,847 円

イベント募金（ホールインワン賞）
東郷地域チャリティグラウンドゴルフ大会

歳末たすけあい街頭募金
～長浜小・手打小スポーツ少年団と一緒に～募金ポスター

売
上
の
一
部
が
赤
い
羽
根
募
金
に

寄
附
さ
れ
ま
す
。

募
金
機
能
付
自
販
機
を

設
置
し
ま
せ
ん
か
？

平成29年度共同募金１万円以上寄附者 ご芳名（敬称略）
自治会から寄せられた戸別募金、個人から寄せられた街頭募金は紙面の都合上、省きます。ご了承をお願いします。

歳末たすけあい街頭募金
～長浜小・手打小スポーツ少年団と一緒に～

川内精舎
みくに幼稚園・キッズ保育園
隈之城保育園
川内市医師会立川内看護専門学校
水引中学校
川内なずな園
川内すわこども園
西風園
勝目保育園
さとのもり保育園
清水丘保育園
幸せの里
わかまつ園
医療法人恵愛会　上村病院
川野眼科
K メンタルクリニック
新門整形外科
川内脳神経外科
川内まきのせ泌尿器科
久留医院
ファミリー HP 薩摩
まつなが歯科
川内市金融団三水会
㈱川内山形屋
川内ホテル
㈱タカミ
マルナカ　平佐店
㈲西山食品
下園薩男商店㈱湯田工場
㈱匠蔵
㈱小原鉄筋工業
㈱外薗運輸機工
㈲百合組
㈱上西組
㈱盛岡電工
㈱斉藤工務店
㈱創電工業
㈱田原電設
丸澄建設㈱
㈲福山建設
㈲山口コンクリート

広　　　　　域

薩摩川内市民生委員・児童委員協議会連合会
薩摩川内市役所　職員一同
薩摩川内市社会福祉協議会役職員一同

川　内　地　域

京セラ㈱鹿児島川内工場従業員一同
薩摩川内市高齢者クラブ連合会川内支部
㈱クッキーお客様一同
西日本プラント工業㈱川内原子力事業所
㈲庵地衛生センター
㈲新和インテリア
九州軌道工業㈱
㈲岩崎商店　牛ノ濱妙子
れいめい中学校・高等学校
永利保育園
済生会川内病院　親和会
薩摩川内市母子寡婦福祉会川内支部
川内高等学校
九州電力㈱川内管内事務所・事業所
川内市医師会立市民病院
平佐西小学校
川内北中学校
陸上自衛隊　川内駐屯地
水引保育園
中越パルプ工業㈱川内工場
社会福祉法人可愛会
田島産婦人科
平佐保育園
あさひ保育園
高江保育園
川内商工高等学校
亀山小学校
純心女子大学附属幼稚園
川内自興園　親和会
可愛小学校
北薩地域振興局　職員一同
青山保育園

㈲田中電設
束田建材㈱
㈱山之内建設
九電産業㈱川内原子力事業所
㈲福留運送
田代運送㈱
パーラー赤玉中郷店
㈱ホームガス川内
㈲ガスラ
㈲桑原商事
㈱ユニオン精密鹿児島工場
村尾酒造合資会社
山元酒造㈱
㈱大亜測量設計薩摩川内支店
㈱九州みぞべ興産 サテライト薩摩川内
南九州自動車学校
㈱博善社
税理士法人 押井会計・氏郷事務所
川内ヤクルト販売㈱
㈲精光社印刷
匿名（個人）
森　卓朗
稲盛　雄二
毛利　範視
萩田　藤衞
山下　則秀
別府　則夫
川畑　國敏
今別府　哲矢

樋　脇　地　域

㈱遊湯館
児童養護施設　慈恵学園
田苑酒造㈱
特定施設　指月苑
諏訪保育園

入　来　地　域

（福）聖嬰会 障害者支援施設 薩来園
（福）ウイズ福祉会おじゃったモールさつま川内館
（福）ウイズ福祉会就労継続支援Ｂ型施設 あすくーる入来
（福）慈晃福祉会 幼保連携型認定こども園 びぼあ
㈱オリンピア商事
㈲佐久間自動車工場
㈱末廣組
㈱田島組
㈱タジマ
㈲古川商店

東　郷　地　域

東郷地域母子寡婦福祉会
薩摩川内市立東郷小学校
介護老人保健施設グレースホーム
若あゆ保育園
㈱小園建設
南瀬地区コミュニティ協議会
西田　淑子

祁 答 院 地 域

社会福祉法人　三蔵会
㈱ TAGAYASU
㈲是枝商会
徳丸畜産
㈲祁答院自動車工業
㈱高崎畜産
社会福祉法人　伸志会
別府　明秀

下　甑　地　域
岩元自動車整備工場
梶原漁業

ご協力ありがとうございました
      

       
22222 ～笑顔でつながる地域の輪～ 22222

社協だより No.55　（6）



平成29年度 歳末たすけあい運動事業報告
　歳末たすけあい配分金事業　2,606,019円

赤十字会員増強運動
　日本赤十字社の活動は、会費を納めていただく皆様によって支えられています。
　自治会や個人、企業を通じていただく会費は、災害等の被災者に対する救援物資
等の支援品や救護時の医薬品の購入等、赤十字が活動するために使われます。また、
救急法、健康生活支援等の講習会等幅広い活動も行っております。

　薩摩川内市地区では、平成29年度に発生した３件の
住家全焼火災に際し、救援物資をお届けしました。このような活動の資金となる会
費にご協力いただく方を増やしたいと、毎年５月から会員増強運動を予定しており
ますので、市民の皆様のご理解とご支援をお願いします。

薩摩川内市地区に寄せられた義援金・救援金（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

◇　受付延長
①東日本大震災義援金    25,954円 （累計51,959,849円）
②熊本地震災害義援金   303,992円（累計9,894,080円）
③中東人道危機救援金       9,873円（累計19,222円）
④バングラデシュ南部避難民救援金       7,000円
⑤平成29年7月5日からの大雨災害義援金 1,004,608円

◇　受付終了
⑥新潟県糸魚川市大規模火災義援金     21,288円（累計87,733円）
⑦秋田県大雨災害義援金   　 1,772円
⑧平成29年台風第21号災害義援金       8,780円
⑨平成29年台風第18号災害義援金      10,937円
⑩南アジア水害救援金     16,819円

平成29年度　薩摩川内市地区に寄せられた活動資金　　15,219,179円
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

近年多発している自然災害や紛争に際し、日本赤十字社では、国内の
災害被災者を支援する目的で募集する寄付金を「義援金」と呼び、海

外の被災者を救援する目的で募集する寄付金を「救援金」と呼んでいます。

救援物資

※ 歳末たすけあい実績額 2,536,019円＋NHK歳末たすけあい配分金 70,000円
皆さまから頂きました募金を活用し、地域ごとに特色のある数々の事業に活用させていただきました。

１　歳末たすけあい見舞金贈呈事業（市全域）

問合せ先 ： 日本赤十字社鹿児島県支部薩摩川内市地区　☎︎０９９６（２４）２３８５

1,483,000円

生活困窮世帯：116世帯・・・・・・・990,000円
在宅重度心身障がい児：18名・・・・90,000円
1年以上ねたきり者：73名・・・・・・365,000円

生活困窮世帯で翌年度の小学校
新入学児童1名へランドセルを贈呈

義援金・救援金

5月

● 皆様の温かいご協力に感謝いたします。

３　ふれあい・いきいきサロン助成・・・樋脇・入来・東郷・祁答院支所
４　樋脇支所・・・ボランティア、地区コミュニティ、福祉施設等助成
５　東郷支所・・・障がい者サロン「レインボー」、絵本贈呈事業
６　下甑支所・・・ふれあい餅つき大会、世代間交流事業
７　下甑支所（鹿島地域）・・・高齢者世帯への弁当配布事業、子育てサロン助成事業
８　平成30年度事業・・・本支所 38,000円、樋脇支所 87,873円、東郷支所 55,000円

２　子ども会年末地域ふれあい事業（市全域） 200,000円
335,120円

212,000円

12,000円

110,000円

73,026円
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①～④は平成31年3月31日、⑤は平成30年9月28日まで受付期間が延長になりました。引き続きご協力をお願いします。
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の講習

（7）　社協だより No.55　



10 ポイント達成おめでとう！

A 認定ナンバー　
B レベル（認定回数）　
C 名前　
D 学校名・学年
　（※学年は申請時のものです）

E 質問：ボランティア活動を
　 して感じたことは？

児童・生徒のふれあいボランティア児童・生徒のふれあいボランティア

※今回は平成30年2月～
　3月に認定証を授与した
　児童・生徒の皆さんを
　ご紹介します。

ふれあいボランティア事業とは？ この事業は子どもたちのボランティア活動を始め
る「きっかけづくり」や「定着」、「やりがい」など

福祉の心を育むことを目的としています。学校外でのボランティアが対象となり、活動ごとにカード
に１ポイント押印。10 ポイント貯まると本会から活動認定証が発行されます。

どんな活動でスタンプが

もらえるの？ 　道路・河川・海岸・地域の清掃活動、
募金活動、福祉施設等での交流、文化・郷土芸

能活動、地域行事への参加（餅つき、鬼火焚き、サロン等）、こども会
の活動、収集ボランティア（エコキャップ・プルタブ）など。

A認定 No.236
Bレベル2 ★★
C神

かみ の だ

之田 初
にいな

絆 さん

D黒木小学校４年
E�朝の時や子ども会で、

小さなボランティアが
出来てよかった。これ
からも続けてこの町を
きれいで、すっきりし
た町にしたい。

A認定№ 241 ～ 244
Bレベル 5 ★★★★★
C 有

あり ま

馬 玲
れい な

奈 さん

D峰山小学校4年
E�住民の人々も人のため

になろうと、集めてわ
たしに持ってきてくれた
りもして集まった。ボ
ランティアで人のやくに
たって良かったです。

A認定 No.247
Bレベル 2 ★★
C西

にしやなぎ

柳 一
ひ と は

葉 さん

D東郷小学校4年
E�おじいちゃん、おば

あちゃんに花をわた
したらすごくよろこ
んでくれたので、もっ
とがんばろうと思い
ました。

A認定 No.250
Bレベル 1 ★
C福

ふく なが

永 颯
は や と

人 さん

D東郷小学校1年
E�花だんの草むしりを

したり、花を植える
のは、大変だったけ
ど、キレイになって
うれしかったです。

A認定 No.238
Bレベル2 ★★
C中

なかしま

島 美
み う

羽 さん

D黒木小学校4年
E�ボランティアをして、地い

きの人が「ありがとう」と
言ってくださると、やって
よかったと思い、ボランティ
アは楽しいなと思いました。
まだまだ続けていきたい。

A認定 No.246
Bレベル 1 ★
C池

い け  だ

田 聖
せ い  や

矢 さん

D峰山小学校2年
E人のいのちをたすけ
　たいと思った。少した
　いへんだったけど、人
　のいのちをまもりたい
　という気もちをたいせ
　つにして、とりくんだ。

A認定 No.249
Bレベル 1 ★
C松

まつ やま

山 隼
はや と

人 さん

D黒木小学校2年
E�ぼくは、草とりやゴミひろい

をしました。黒木をきれい
にしてにぎやかな町にした
いから、草とりやゴミひろ
いをしました。これからも
ボランティアをがんばります。

A認定 No.237
Bレベル2 ★★
C髙

たかやなぎ

柳 悠
は る と

人 さん

D黒木小学校４年
E�いろいろなボランティ

ア活動をしました。大
変 な ボ ラン ティア も
あったけど、みんなの
ため、自分のためと思っ
ていつもしています。

A認定 No.240
Bレベル 3 ★★★
C 神

かみ の だ

之田 光
みつき

咲 さん

D黒木小学校6年
E�私はこのボランティア

を通して、いろいろな
人を笑顔にすることが
出来たので、これから
もつづけて、笑顔いっ
ぱいの町にしたいです。

A認定 No.245
Bレベル 1 ★
C山

やま

崎
さき

 天
あ い な

依菜 さん

D峰山小学校4年
E�わたしは病気の人た

ちを助けたいと思っ
てボランティア活動を
しました。来年はもっ
とあつめたいです。

A認定 No.248
Bレベル2 ★★
C田

た  し ま

島　莉
り  ほ

穂 さん

D峰山小学校6年
E�いろんな人が笑顔

になっていくこと
がとてもうれしい
です。これからも
続けていきたいと
思います。

A認定 No.239
Bレベル 1 ★
C 福

ふくなが

永 遥
はるの

乃 さん

D黒木小学校 5 年
E�わたしは、もっとボランティア

をしないといけないと思いまし
た。その理由は、ゴミ捨てをす
る人がふえたからです。それに、
ごみをひろってスタンプを集め
て、たまったらうれしいです。

1. カードをもらう

学校、社会福祉協議会で
配布しています。

2. ふれあい活動や
　ボランティア活動をする

3. スタンプを押してもらう

地区コミュニティ協議会、学校、
社会福祉協議会でスタンプをも
らいます。
10 ポイントで表彰。
表彰するたびにレベルアップ！

➡ ➡
小学生用中高生用

← ←
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10 ポイント達成おめでとう！
A認定 No.251
Bレベル 1 ★
C ⻆

すみくら

倉　ひなのさん

D入来小学校３年
E�（入来小学校ジュ

ニア歴史ガイドを
して）せつめいす
ることが、すきに
なれてよかったで
す。

認定 No.256
Bレベル 1 ★
C 上

うえはら

原　彩
あお

桜 さん

D入来小学校3年
E� （入来小学校ジュニア歴史

ガイドをして）みんなにれき
しをつたえながら、自分も
れきしをしれて、とてもいい
気もちになりました。

A認定 No.259
Bレベル 1 ★
C 野

のだ

田　大
まさき

聖 さん

D入来小学校3年
E�（入来小学校ジュ

ニア歴史）ガイ
ド をしたら、 わ
からないことが
わかってよかった。

A認定 No.262
Bレベル 1 ★
C 鮫

さめしま

島　聖
せいら

来 さん

D入来小学校4年
E� （入来小学校ジュニア歴

史）ガイドなどのちいきの
ボランティアを通して、色々
な人の役に立つ事ができ
たのでうれしかったです。 

A認定 No.265
Bレベル 2 ★★
C福

ふくもと

元　勇
いぶき

吹さん

D入来小学校4年
E�来年も、たくさん（入

来 小 学 校 ジ ュ ニ ア
歴史ガイドに）参加
して、このボランティ
アが続くよう、がん
ばりたいです。

A認定 No.268
Bレベル 1 ★
C礒

いそわき

脇 ななか さん

D入来小学校5年
E（入来小学校ジュ
　ニア歴史ガイドをし
　て）地域のみなさん
　に分かりやすく伝え
　られて、とても良
　かったです。

A認定 No.253
Bレベル 1 ★
C 坂

さかもと

元　剣
けんしん

心 さん

D入来小学校３年
E�（入来小学校ジュ

ニア歴史）ガイド
をしてからせつめ
いが好きになりま
した。

A認定 No.258
Bレベル 1 ★
C 斧

おのぶち

渕　美
みれい

怜 さん

D入来小学校3年
E（入来小学校ジュニア
　歴史ガイドをして）お
　客さんが、入来の事を
　しってよかったです。
　また、勉強になりました。

A認定 No.261
Bレベル 2 ★★
C 今

いまふじ

藤　華
かりん

綾 さん

D入来小学校4年
E� （入来小学校ジュニア

歴史ガイドをして）観光
客のみなさんに「よかっ
たよ」と言われた事がう
れしかったです。

A認定 No.264
Bレベル 2 ★★
C畠

はたなか

中　彰
あきひと

仁さん

D入来小学校4年
E�（入来小学校ジュ

ニ ア 歴 史 ガ イ ド
を し て ） は ず か
しかったけどちゃ
んとできたのでよ
かったです。

A認定 No.267
Bレベル 2 ★★
C畠

はたなか

中　礼
あやか

華さん

D入来小学校5年
E（入来小学校ジュニ
　ア歴史）ガイドをみ
　てくれた方たちがア
　ドバイスをしてくれ
　て、今後の活動にと
　ても役立ちました。

A認定 No.252
Bレベル 1 ★
C今

いまふじ

藤　華
かのん

音さん

D入来小学校３年
E�（入来小学校ジュニア

歴史）ガイドをやってせ
つめいやれきしのこと
がむずかしかったけど今
はすきになりました。

A認定 No.255
Bレベル 1 ★
C 松

まつもと

元　望
みさ

紗 さん

D入来小学校3年
E�（入来小学校ジュニ

ア歴史ガイドをして）
お客さんにほめられ
て、発 表することが
すきになれました。

A認定 No.257
Bレベル 1 ★
C 畠

はたなか

中　柚
ゆい

依 さん

D入来小学校3年
E（入来小学校ジュニア歴
　史）ガイドをとおして、　
　せつめいするのがむずか
　しかったけど、とてもす
　きになりました。

A認定 No.260
Bレベル 1 ★
C 吉

よしまつ

松　絢
あやね

音 さん

D入来小学校4年
E� （入来小学校ジュニア

歴史ガイドで）たくさん
の人にガイドをして、よ
ろこんでもらえたので
うれしかったです。

A認定 No.263
Bレベル 2 ★★
C重

しげのぶ

信　太
たいよう

陽 さん

D入来小学校4年
E� （入来小学校ジュニ

ア歴史）ガイドをし
て、入来の歴史をし
れてべんきょうにな
りました。

A認定 No.266
Bレベル 2 ★★
C柳

やなぎた

田 和
わかな

佳奈さん

D入来小学校4年
E�（ 入 来 小 学 校 ジ ュ

ニ ア 歴 史 ガ イド を
して）「ありがとう」
といわれてとてもう
れしかったです。

A認定 No.254
Bレベル 1 ★
C 三

みわ

輪　芹
せりな

奈 さん

D入来小学校 3 年
E�（入来小学校ジュニア歴史

ガイドをして）お年よりに声
　をかけてもらえるようになっ
　て、ちいきの人と親しくなり、
　せつめいも好きになりました。
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A認定 No.269
Bレベル3 ★★★
C ⻆

すみ

倉
くら

 さくら さん

D入来小学校 6 年
E�（入来小学校ジュニア歴

史ガイドをして）観光客
のみなさんに、ガイドを
することができてうれし
かったです。これからも
続けていきたいです。

A認定 No.274
Bレベル 2 ★★
C斧

おの ぶち

渕 円
つ ぶ ら

来 さん

D入来小学校6年
E�（ 入 来小 学 校ジュニ

ア歴史ガイドをしたと
き）すらすら言えて良
かったし、観光客のみ
なさんにはっきり言え
て良かった。

A認定 No.271
Bレベル 1 ★
C上

うえ はら

原 楓
ふ う た

大 さん

D入来小学校6年
E�（入来小学校ジュニ

ア歴史ガイドをして）
入来の歴史をくわし
く知るきっかけになっ
た ので、やって て良
かったなと思いました。

A認定 No.270
Bレベル 1 ★
C上

うえ ぞの

園 龍
り き と

輝仁 さん

D入来小学校6年
E�（入来小学校ジュニ

ア歴史ガイドをして）
お客さんが、いっしょ
うけんめい聞いてく
れて、うれしかった。

A認定 No.273
Bレベル3 ★★★
C成

なり えだ

枝 天
て ん  か

花 さん

D入来小学校6年
E�（入来小学校ジュニ

ア歴史）ガイドを通
して、自分の町の事
を沢山知れて良かっ
たです。

A認定 No.275
Bレベル 1 ★
C 中

なか むら

村 琉
る き

樹 さん

D東郷小学校4年
E�ボランティア活動は大変

だったけど、花植えの時
プランターに植えた花は
きれいでした。色々な活
動ができてよかったです。

A認定 No.272
Bレベル3 ★★★
C森

もり やま

山 みのり さん

D入来小学校 6 年
E�（入来小学校ジュニ

ア歴史ガイドをして）
お客さんが喜んでく
れて良かった。入来
小のガイドがこれか
らも続いてほしい。

10 ポイント達成おめでとう！

連載「ボランティアのバトン」10 本目
入来小学校
 ジュニア歴史ガイド

Q　どのようなボランティア団体ですか？

Q　どのような活動をしていますか？

Q　活動する中で一番大切にしていることは何ですか？

Q　今後の目標を教えてください。

A�　平成２７年１０月国民文化祭でデビューしました。
　発足当時は２３人でしたが、現在入来小学校の３年生
　から６年生全員が、学校教育活動の一環として取り組んでいます。

A�　観光客の皆さんにわかるよう「ゆっくり」「はっきり」「心をこめて」説明します。

A�　もっと入来麓の歴史を学んで、観光客の皆さんが感動するような説明をしたいです。

A�　入来麓武家屋敷内のお仮屋馬場、旧増田家住宅、清色城跡、茅葺門
を説明します。４月に伝建地区保存会会員さんから入来麓の歴史や「テ
イッサ」という武士の遊びを、保護者のバスガイドさんからおもてな
しの心を学びます。そして、発表分担を決めたり、リハーサルをして
本番に備えます。

　　平日は、学年別に４ヶ所を説明します。休日は、毎回１０名以上の 
　ガイド希望者が説明します。

☆入来小学校 前校長 東原辰巳先生にお話しを伺いました。

☆ス
す

タ
た

ン
ん

プ
ぷ

をためる

10ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

たまるまで、
がんばりましょう。

☆10ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

でひょうしょう

ひょうしょうするたびに
レ
れ

ベ
べ

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

！！

☆ふれあう・かつどうする

 

 

多くの人とふれあうと嬉しくなって、嬉しい活動をたくさんすると優しい気持ちになります

これがふれあいボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

かつどうです。
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　ボランティア活動の形は様々です。場所・時間・活動の分野・参加
の方法など趣味特技に応じて楽しく広がっていきます。
　ボランティアセンターでは「何かやってみたい」あなたのその思い
を応援します。
　新たな自分！新たな出会い！新たな楽しさ！を一緒に見つけま
せんか？
　お気軽に最寄りのボランティアセンターへお立ち寄りください♪

ボランティアセンターに行ってみよう！

　これからの人生、一番大切なことは自分自身が、どこで、どう暮らしていきたいか。最後の時をどう迎えたいか。
　そのために今何ができるか考え、これからの時代に必要な個人と地域を一体的に捉えた支え合いの仕組みや
心得を学びます。

参加対象 受講定員 学習場所 受講料
成　　人 30 名 市総合福祉会館（市社会福祉協議会） 無　料

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

回 月 日（曜日） 時　間 学  習  内  容

１   6 月 13 日（水） 19：00 ～ 21：00 開講式
≪講話≫　実は他人事が我がこと丸ごと！？

２   7 月 11 日（水） 19：00 ～ 21：00 ≪体験≫　災害時の非常炊き出し訓練
≪講話≫　知ってためになる！助成金制度

３   8 月   8 日（水） 19：00 ～ 21：00 ≪グループワーク≫　私の住む地域の支え合いを知る

４   9 月 12 日（水） 19：00 ～ 21：00 ≪講話・グループワーク≫
こんなにあるんだ！ボランティア～事例から学ぶ～

５ 10 月 10 日（水） 19：00 ～ 21：00 ≪振り返り≫　まとめ　～夢・未来への行動宣言～
閉講式

主　　　催 ／ 薩摩川内市中央公民館（薩摩川内市大小路町 14 －５　）
申し込み先 ／ 薩摩川内市教育委員会　　　社会教育課　 TEL：22-7251
　　　　　　  薩摩川内市社会福祉協議会　地域福祉課　 TEL：22-2355　FAX：29-5561
Mail：vorasen-honsyo@satsumasendai-shakyo.jp　※ハガキ、メールまたはＦＡＸにてお申込みください

1.  相談・紹介（活動先の紹介や活動に関する相談）
2.  情報提供（ボランティア活動に関する情報提供）
3.  講座・研修の開催（ボランティア講座や研修会、講演会の開催）
4.  調査・研究（ボランティア活動に関する課題の研究）
5.  交流会の開催（ボランティア活動者の交流会や勉強会）
6.  ボランティア保険の加入手続き（活動中の事故に備えて）
7.  会場や器材の貸し出し
　 （ミーティングや活動の拠点として、学習会の材料として）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は
？

平成 30 年度 薩摩川内市民大学講座 （薩摩川内市教育委員会 社会教育課との連携講座）

我がこと丸ごとボランティア講座
～ これからの時代に必要な発想の転換 ～

講
座
名

あなたの“きもち”をかたちに
新たな自分！　新たな出会い！
　　　　新たな楽しさ！

一緒に
見つけませんか？

14 ページ記載のボランティアセンターに
お問い合せください。

お問い合わせ先
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▶開催日 ／ 平成30年5月～平成31年3月までの毎月第3金曜日（11回）
▶時　間 ／ 10:00 ～ 13:00
▶場　所 ／ 市総合福祉会館（市社会福祉協議会）
▶対　象 ／ おおむね60歳以上の男性（1年間継続して受講可能な方） 
▶定　員 ／ 8名（初心者の方先着順）
▶参加費 ／ 毎回500円		   
▶持参する物 ／ エプロン、バンダナ、タオルハンカチ

料理を趣味のひとつにしたい。一人になっても困らないようにしたい。
地域で男性料理教室を開きたい。そんなシニア男性の皆様へ、
和やかに家庭料理の基本を学んでみませんか？

シニア男性
料理講座

申込み方法
お電話又は窓口にてお申し込みください。　℡ 22－2355
薩摩川内市社会福祉協議会　地域福祉課　地域福祉グループ

相談無料・秘密厳守
あなたの「困り事」「不安」を一緒に考え解決に向けて
サポートしていきます。お気軽にご相談下さい。

◆  薩摩川内市役所　障害・社会福祉課　相談支援 G
　　　　  電話  23 － 5111（内線 2562・2564）
◆  薩摩川内市社会福祉協議会　地域福祉グループ
　　　　  電話  22 － 2355

■ 薩摩川内市社会福祉協議会　事業推進課
　　　　電話 24 ー 2385
　　　　FAX 24 ー 2388

広告
募集中

薩摩川内市社会福祉協議会では、
広報紙「社協だより」及びホーム
ページに広告を掲載してくださる
団体・企業を募集しています。

「生活」「仕事」「お金」「子ども」等で
ひとりで悩んでいませんか？

お問い合わせ先
詳しい内容や申請方法については、
下記までお気軽にお問い合わせください。
お問い合わせ先

　薩摩川内市在住又は里帰り中の方で、0 ～ 5 歳の未就学児の親子ならどなたでも参加で
きます！
　子どもたちは遊び、親はおしゃべりをしながら情報交換や交流のできるスペースです。
各地域、ボランティアさんも一緒にさまざまな内容で開催されています。
　子育て中の皆さん、お気軽にお越しください。
　詳しくは、14 ページ記載の本・支所にお問い合わせください。

子育てサロンに参加してみませんか？子育てサロンに参加してみませんか？

場　所：市総合福祉会館

日　時：毎週火曜日
　　　　10 時〜 12 時
参加費：１家族 100 円

川内地域

なかよし広場
場　所：樋脇保健センター

日　時：毎月第３金曜日
　　　　  10時〜11時30分
参加費：１家族 200 円

樋脇地域

子育てサロンゆっぴぃ
場　所：アミティプラザ
　　　　東郷
日　時：毎月第３木曜日
　　　　  10時〜11時30分
参加費：１家族 100 円

東郷地域

子育てサロンサンサン
場　所：祁答院
　　　　保健センター
日　時：毎週木曜日
　　　　  10時～ 12時
参加費：無料

祁答院地域

ちびっ子クラブなかよし広場 子育てサロンゆっぴぃ 子育てサロンサンサン ちびっ子クラブ

世界でワクチンがないために命を落とす

子どもは、20秒に1人。
普段捨ててしまうキャップを集めること
で、子どもワクチン支援に繋がります。

ご協力いただきました皆様の温かいご支援に、心より厚く感謝申し上げます。

　今年度1月から3月に回収事業所へ109,650個のエコキャップを受け渡しました。
　今後、回収事業所から「認定NPO法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会」へ、
世界の子どもたちにワクチンを提供する支援活動のために寄付されます。

ペットボトルキャップ
回 収 報 告

◆ 今回受領個数：109,650個
◆ ワクチン換算：127人
　（※約860個でワクチン１人分）
◆ 累 計 個 数：2,484,724個
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奥
　
野
　
律
　
子
（
久
見
崎
町
）

下
　
園
　
ミ
　
エ
（
寄
田
町
）

山
　
﨑
　
　
　
寛
（
高
江
町
）

成
　
枝
　
エ
　
ミ
（
城
上
町
）

児
　
玉
　
ヤ
ス
子
（
湯
田
町
）

大
　
島
　
徹
　
矢
（
東
大
小
路
町
）

下
　
西
　
金
　
衞
（
原
田
町
）

前
　
原
　
健
　
策
（
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
）

川
　
東
　
敏
　
明
（
宮
崎
県
都
城
市
）

上
　
枡
　
淳
　
一
（
福
岡
市
直
方
市
）

橋
　
口
　
安
　
郎
（
愛
知
県
東
海
市
）

安
　
田
　
桐
　
子
（
東
京
都
立
川
市
）

　

樋
脇

中
　
園
　
耕
　
一
（
市
比
野
） 

西
　
　
　
幸
　
子
（
市
比
野
） 

鮫
　
島
　
直
　
次
（
市
比
野
）

梶
　
村
　
由
紀
夫
（
市
比
野
）

森
　
　
　
明
　
美
（
市
比
野
） 

山
　
下
　
ノ
　
リ
（
市
比
野
） 

小
　
原
　
光
　
徳
（
塔
之
原
） 

内
　
田
　
千
恵
子
（
塔
之
原
）

堀
　
段
　
美
代
子
（
塔
之
原
）

田
　
代
　
勝
　
美
（
塔
之
原
）

桐
　
野
　
万
　
美
（
塔
之
原
） 

竹
　
下
　
連
　
幸
（
神
奈
川
県
大
和
市
）

　

入
来

森
　
園
　
充
　
志
（
浦
之
名
）

山
　
口
　
　
　
力
（
浦
之
名
）

野
　
下
　
　
　
茂
（
副
田
）

白
男
川
　
典
　
子
（
副
田
）

山
　
川
　
義
　
信
（
東
京
都
板
橋
区
）

　

東
郷

濵
　
﨑
　
和
　
彦
（
斧
渕
）

北
　
野
　
俊
　
一
（
斧
渕
）

宮
　
坂
　
正
　
子
（
斧
渕
）

東
　
郷
　
茂
　
男
（
斧
渕
）

西
　
村
　
時
　
夫
（
斧
渕
）

吉
　
満
　
宏
　
行
（
斧
渕
）

小
　
田
　
シ
ヅ
子
（
斧
渕
）

中
　
村
　
津
奈
子
（
山
田
）

諏
　
訪
　
和
　
記
（
山
田
）

永
　
里
　
博
　
己
（
山
田
）

坂
　
元
　
邦
　
晴
（
山
田
）

柳
　
野
　
智
恵
子
（
鳥
丸
）

中
ノ
上
　
マ
ス
子
（
宍
野
）

上
　
園
　
さ
ち
子
（
宍
野
）

本
　
屋
　
敏
　
郎
（
宮
崎
県
延
岡
市
）

　

祁
答
院

冨
士
代
　
　
　
学
（
黒
木
）

元
　
山
　
保
　
代
（
上
手
）

皆
様
の
善
意
に
感
謝
し
地
域
福
祉
推
進
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て
の
ご
案
内

　
当
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附
は
所

得
税
の
寄
附
金
控
除
、
法
人
税
の
損
金
算

入
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
鹿
児
島
県

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
申
告
に
よ
り
一
定

の
額
が
個
人
県
民
税
の
税
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
に
際
し
て
、
当
会
発
行
の
領
収
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の

税
務
署
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
住
民
税

担
当
窓
口
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

一
般
寄
附
者（
敬
称
略
）

【
１
月
１
日
〜
３
月
31
日
】

田
中
　
実
　
　
　
　
　
　
　 （
若
松
町
）

ロ
ー
ズ
会
　
山
下
　
洋
一
　
（
勝
目
町
）

株
式
会
社
　
技
建

代
表
取
締
役
　
中
村
　
敏
一
（
平
佐
町
）

株
式
会
社   

技
建   

建
友
会
　（
平
佐
町
）

池
田
　
茂
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
辰
町
）

山
口
　
ヨ
ネ
　
　
　
　
　
　（
宮
内
町
）

退
公
連
樋
脇
町
分
会
　
　
　（
樋
脇
町
）

東
郷
地
域 

成
人
を
祝
う
会

代
表
　
犬
井
　
翔
　
　
　
　
　（
東
郷
町
）

善
意
の
花
束

株
式
会
社
技
建
及
び
建
友
会
よ
り
、
安
全
祈
願

祭
・
新
年
会
に
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋
　
口
　
史
　
人
（
下
手
）

竹
　
下
　
利
　
子
（
下
手
）

宮
　
里
　
ク
　
ミ
（
下
手
）

山
　
﨑
　
加
代
子
（
藺
牟
田
）

鎌
　
田
　
忠
　
紘
（
藺
牟
田
）

宮
　
坂
　
洋
　
子
（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
）

吉
　
川
　
栄
　
子
（
大
阪
府
堺
市
）

　

上
甑

石
　
原
　
紀
　
男
（
里
）

塩
　
田
　
笑
　
吾
（
里
）

中
　
村
　
洋
　
誠
（
里
）

西
　
　
　
眞
美
子
（
江
石
） 

西
　
　
　
俊
　
成
（
江
石
） 

東
　
　
　
麗
　
子
（
江
石
） 

中
　
園
　
カ
　
エ
（
江
石
） 

濵
　
田
　
喜
　
三
（
平
良
） 

内
　
田
　
　
　
学
（
瀬
上
）

山
　
下
　
繁
　
夫
（
鹿
児
島
市
宇
宿
）

　

下
甑

相
　
良
　
武
　
義
（
手
打
）

大
　
毛
　
祐
　
一
（
片
野
浦
）

下
　
向
　
ひ
な
え
（
片
野
浦
）

中
　
野
　
恵
　
美
（
片
野
浦
）

濵
　
崎
　
明
　
良
（
青
瀬
）

町
　
　
　
英
　
彦
（
長
浜
）

中
　
村
　
昭
　
生
（
兵
庫
県
加
古
郡
）

緒
　
方
　
清
　
貴
（
京
都
府
京
都
市
）

　

鹿
島

中
　
野
　
敏
　
一
（
藺
牟
田
）

香典返し寄附
平成 30 年１月１日
〜３月 31 日受付分

111 件
総額 2,024,000 円

や
さ
し
い
心
を

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

寄
附
者
の
方
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す

（
敬
称
略
）
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ー 本 所 ー ー 祁 答 院 支 所 ー
薩 摩 川 内 市 永 利 町 4 1 0 7 番 地 1 TEL  0996（22）2355 薩 摩 川 内 市 祁 答 院 町 下 手 4 1 番 地 TEL  0996（55）1610

ー 樋 脇 支 所 ー ー 上 甑 支 所 ー
薩摩川内市樋脇町市比野2926番地2 TEL  0996（38）1166 薩 摩 川 内 市 里 町 里 1 9 0 0 番 地 の 2 TEL  09969（3）2880

ー 入 来 支 所 ー ー 下 甑 支 所 ー
薩 摩 川 内 市 入 来 町 浦 之 名 3 2 番 地 1 TEL  0996（44）3731 薩摩川内市下甑町長浜1185番地の2 TEL  09969（5）1510

ー 東 郷 支 所 ー
薩 摩 川 内 市 東 郷 町 斧 渕 7 2 5 番 地 1 TEL  0996（42）1872 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

発行兼編集人　今別府 哲矢 社会福祉法人 薩摩川内市社会福祉協議会
〒895-0005　薩摩川内市永利町4107番地1

☎0996-22-2355
0996-22-1841

投稿方法
住所、氏名、電話番号、ペンネームを記入の上、
下記までご投稿ください。
≪郵送の場合≫
〒895-0005 薩摩川内市永利町4107番地1
　　　　　   薩摩川内市総合福祉会館内
薩摩川内市社会福祉協議会「社協だより係り」まで
≪FAXの場合≫0996（22）1841
≪持参の場合≫社協本所または各支所

あなたのまちの
ふくしを教えてください。

たとえば…　
●地域の福祉活動に参加した感想
●地域での取り組み
●団体、施設などで取り組んでいること など

まちのふくし

入来の子どもたちから国内外の困っている人たちへ
　入来地域子ども会育成連絡協議会では、エコキャッ
プ（ペットボトルのキャップ）やプルタブ、使用済み
切手、書き損じハガキを各家庭で集めています。
　これらは毎年、社会福祉協議会入来支所に持って
行き、必要とされる団体へ届けてもらっています。
今年は、36,516個、約85㎏のエコキャップを集める
ことができました。
　私たちの小さな取り組みで、１人でも多くの方々
の命を救えるよう今後もこの活動を継続していきた
いと思います。

◆記事提供：入来地域子ども会育成連絡協議会 事務局 青山氏

心配ごと相談 財産・登記相談（要予約）

9：00 ～ 17：00
（土・日曜日、祝日を除く）

予約制　13：30 ～ 16：30（１枠30分）

※相談日当日は、必ず当事者本人が来所してください。

※ご予約は、その月の1日から受付を開始します。

あなたの悩みを解決！
　市社協が市民の皆様の悩
み事等解決のお手伝いをし
ます。お気軽にご相談くだ
さい。

　 司法書士会による無料法律相談
■ 財産・登記に関する相談
■ その他金銭貸借等契約全般に関する相談
　 お気軽にご相談ください。

財産・登記相談予定日
5月10日（木） 6月14日（木） 7月12日（木）

お
知
ら
せ

＊＊＊薩摩川内市社会福祉協議会・ボランティアセンター　本所・各支所の所在地及び電話番号＊＊＊

取材に伺って、社協だよりの中で紹介します
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